
第 11 期 松江ＮＰＯネットワーク事業報告 （2021.10.1～2022.9.30） 

 

 

 

１．交流・情報共有事業 

（１） 総会ならびに交流会の開催 ★ 

（２） 情報発信（メーリングリスト、ブログ、Facebook） 

  ・会員募集チラシ、リーフレットの更新 

（３） ネットワークづくり 

２．スキルアップ事業 

（１） 自主・共催 勉強会の開催 ★ 

（２） 他の勉強会への参加促進 

（３） 団体のサポート（講師派遣、相談）★ 

（４） 役員研修 ★ 

３．協働の推進事業 

（１） しくみづくり 

① 諸会議への参加 

・ 松江市行財政改革推進委員会（おやこ劇場松江センター） 

・ 松江市生活環境保全審議会（もりふれ倶楽部） 

・ 松江市総合計画審議会（原田⇒竹田） 

・ 松江市社会福祉審議会（竹田） 

・ 松江市共創のまちづくり企画運営委員会（竹田・原田） 

・ 松江市市民活動センター指定団体連絡会（竹田・原田） 

・ 島根県県民いきいき活動促進委員会（原田） 

② その他 ★ 

・ 県モデル定款見直し協議への参画 
 

（２） 人材育成（共創・協働コーディネーター育成） 

  ・松江市職員地域法人派遣研修の企画・運営 

    ※ 今期実施なし 

（３） 出会いの場づくり [交流会の開催（NPO、行政、企業等） ]     

  ・まちづくり企画運営委員会への参画 ★ 

  ・松江市市民活動センター指定団体連絡会への参画 ★ 

  ・子どもアート Day への協力 ★ 

    ・寄付に感謝する集い 2022 企画･運営 ★ 

  ・第 39 回地域づくり団体全国研修交流会（分科会）企画･運営 ★ 

４．その他団体の目的を達成するために必要な事業 

⚫ 山陰地域の NPO 法人に関する活動調査 ★ 

⚫ 第 6 回 都道府県、主要市におけるＮＰＯとの協働環境に関する調査 ★ 

⚫ 「松江市伝統文化芸術振興計画」に関するヒアリング ★ 

★印は、次ページからの資料で詳細を報告している事業です。 



第 11 期 主な事業         
 

 事業 １．交流・情報共有  ― （１）総会ならびに交流会の開催  
 

 ● 松江 NPO ネットワーク第 11 期通常総会・交流会（11/16） 

出席者：正会員16法人（出席10法人、委任出席6法人） 

   賛助会員〈個人〉4 名、〈団体〉１団体 

   会場：松江市市民活動センター 201 研修室 

所感：後半は情報交換の時間を取り、各法人の活動の様子を聞いた。新型コロナウイルス

の影響で大変な時ではあるが、各法人の状況を共有することができた。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

⚫ 東日本大震災被災地からの避難者向け情報提供への参画 

・ 東日本大震災を機に広島県内へ避難した人でつくる「ひろしま避難者の会アスチカ」が、

地震などの災害時に役立つ情報をまとめたリーフレット「くらしによりそう情報マップ」

(広島、山口、島根県版の３種類)を作成。当ネットワークも参画し、島根版を発行した

出雲市総合ボランティアセンターへ情報を提供した(マップ完成 2021.3/11)。 

・ 「ひろしま避難者の会アスチカ」が発行する「福島・島根・広島・山口想いを結ぶ情報

誌 春号」へ団体紹介を掲載した（2022.2月）。 

 

事業 2．スキルアップ  ―（１）自主・共催 勉強会の開催（年４回程度） 
 
① 役割を終えた時どうする？放置したらどうなる？ 

知っておきたい「NPO 法人の終活」（第 13 回自主勉強会）（12/23）※オンライン開催 

主催： 松江 NPO ネットワーク 共催： (公財)ふるさと島根定住財団 ／松江市   

参加者：27 名  

内 容：■情報提供① 門脇 八恵 氏（松江市市民生活相談課） 

・事業報告書等未提出の法人への対応、その後の状況 など 

■情報提供② 森山 忍氏（ふるさと島根定住財団地域活動支援課） 

・県内 NPO 法人の認証数･解散数の推移について 

・定住財団が受けた相談の概要 など 

■講義 中野 俊雄 氏（行政書士、定住財団の専門家相談員） 

・休眠 NPO 法人 解散にあたっての問題 

・放置することによって発生する問題  

 

 

 

 

 



② 「市民発！ 総合計画にリアルパブコメ」(1/14) 

（第 14 回自主勉強会/松江 NPO ネットワーク 10 周年記念事業） 
 

 主催：松江 NPO ネットワーク 

 共催：松江市 協力：(公財)ふるさと島根定住財団  ※ オンライン開催（直前に変更） 

 参加者：26 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内容：１部 総合計画にリアルパブコメ！ 

 ● 「次期松江市総合計画」素案の説明 (松江市政策企画課) 

 ● 意見交換〈コーディネーター〉毎熊 浩一 氏（島根大学法文学部教授） 

  ・参加者が４つのテーマに分かれ、市長も加わっていただき意見交換をした。 

 

 

 

 

 

 

 
 

２部 市民参画はどこまで進んだか   

 ● 話題提供 原田 陽子（松江 NPO ネットワーク事務局長） 

  ・松江市の市民活動推進の歴史 

 ● トークセッション 

 〈パネリスト〉 

  上定 昭仁 氏（松江市長） 

  毎熊 浩一 氏（島根大学法文学部教授） 

  田中 隆一 氏（NPO 法人プロジェクトゆうあい代表理事） 

  竹田 尚子（松江 NPO ネットワーク代表） 

 〈コーディネーター〉 

  森山 忍 氏（ふるさと島根定住財団地域活動支援課長） 

 
 

 

 

 

 

 
 



 事業 2． スキルアップ    ― （３）団体のサポート（講師派遣、相談） 
 

【講師派遣】 
 

● 定款を読む会：KEYS（3/20） 

主催：KEYS  

会場：乃木公民館 

参加者：役員 8 名 

松江 NPO ネットワーク 3 名（竹田・毎熊・原田） 

内容：（１）話題提供「NPO とは？」 

   （２）定款を読む 

   （３）情報提供（定款変更手続き、CANPAN、NPO 法人の年間運営スケジュール等） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 定款を読む会：おやこ劇場松江センター（4/28） 

主催：おやこ劇場松江センター 

会場：法人事務所 

参加者：役員 5 名 

松江 NPO ネットワーク 2 名（竹田・原田） 

内容：（１）話題提供「NPO について」 

   （２）定款を読む 

   （３）感想共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● ネットワークづくりに関する勉強会：NPO ネットワーク出雲（6/9） 

主催：NPO ネットワーク出雲 

会場：出雲市総合ボランティアセンター 

参加者：NPO ネットワーク出雲 8 法人 10 名 

松江 NPO ネットワーク 3 名（竹田・森山・原田） 

ふるさと島根定住財団 1 名 

内容：（１）話題提供：松江 NPO ネットワークの歴史や取り組み等について（竹田） 

   （２）質疑応答・意見交換 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

● NPO ネットワーク出雲設立総会への出席：2022 年 10 月 25 日（正会員 出雲市内 15 法人） 

竹田・毎熊・森山・原田 
 

【相談】 

⚫ まちづくりネットワーク島根：定款相談（12/13、1/25） 

⚫ おやこ劇場松江センター：ベーシックガバナンスチェック更新（3/11、3/25） 

⚫ 久米の家：定款相談（4/22） 

⚫ あしぶえ：定款相談（4/25） 

 

事業 2． スキルアップ    ― （４）役員研修 
 
⚫ 「ガバナンスを意識した組織運営」  

主催：（一財）非営利組織評価センター（10/29:オンライン） 

⚫ 島根県協働推進員研修「SDGs の視点で多様な主体との協働について考えてみよう！」 

主催：島根県（10/29:島根県民会館） 

⚫ 「ガバナンスの考え方～会計と理事の役割」 

主催：（一財）非営利組織評価センター（12/8:オンライン） 

⚫ 「トラスト&イノベーションシンポジウム」 

主催：（一財）非営利組織評価センター（1/21:オンライン） 

⚫ 「ベーシックガバナンスチェック評価実績レポート」 

主催：（一財）非営利組織評価センター（2/3:オンライン） 

⚫ 「地域づくり 2025 年までに！“待ったなし”セミナー」 

主催：やまぐち県民活動支援センター（4/21:オンライン） 

⚫ 「2022 年度 中間支援組織･役職員向け合同研修会 支援力基礎研修」 

主催：中国 5 県中間支援組織連絡協議会（4/29:オンライン） 

⚫ 休眠預金勉強会（6/30、7/20、8/9、9/30、縁雲視察 10/5） 

⚫ 「ＮＰＯ法人向けインボイス制度に関するセミナー」 

 主催：島根県 NPO 活動推進室（9/26:オンライン） 



事業 3．協働の推進  ―（１）しくみづくり ②その他 
 

⚫ 「市民参画と協働をさらに進めるための提言」提出（1/30） 

⚫ 「松江市総合計画」最終案に対する意見の提出（2/3） 

⚫ 県モデル定款見直し協議への参画のため資料(定款チェックリスト)を提供 
 

事業 3．協働の推進  ―（３）出会いの場づくり [交流会の開催（NPO、行政、企業等）] 
 

⚫ まちづくり企画運営委員会への参画（10/25、11/25、5/16、7/25、8/30） 

 まちづくりを考える日（8/19 くにびきメッセ）の運営参画 

町内会･自治会、市民活動団体、企業、行政などから 150 人が参加。 

9 団体の事例発表を聴いた後、質疑応答がおこなわれた。 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 1 月 30 日(月)には、「まちづくりでつながる日」と題して、地域課題解決の取り

組み提案を、市民や NPO、企業、行政等のさまざまな立場の人がアイデアを出し合って、

取り組みの実現やさらなる充実化を目指して議論する場が予定されている。ファシリテー

ターとして協力予定。 
 

⚫ 松江市市民活動センター指定団体連絡会への参画 

・ 実績報告書を提出（3/10） 

⚫ 子どもアート Day への協力  

・ 2022 年 10/23（日）@島根県民会館 開催 

・ 地域版まちづくり総合戦略補助金の申請（6/17） 

・ 三役会の調整･参画（4/5、5/12、6/9、7/19、10/5） 

・ 実行委員会の調整･参画（4/21、5/26、6/30、7/28 ※オンライン、10/13、11/30 ※県

民会館） 

⚫ 寄付に感謝する集い 2022 の企画･運営 

・ 2022 年 12/2（金）@松江市市民活動センター1 階 14 時～17 時 開催決定 

・ 打ち合わせ（9/30、11/9、11/24） 

⚫ 第 39 回地域づくり団体全国研修交流会島根大会（分科会）の企画･運営 

 2023 年 11 月 10 日(金)～12 日(日) 開催決定 

 第 1 回実行委員会（7/29） 

 関係者打ち合わせ（7/8、7/12、8/9、8/12） 

 第 2 回実行委員会（9/28） 

 プレ大会@松江テルサ（10/25） 

 第 38 回地域づくり団体全国研修交流会長崎大会（11/4～11/6） 

 第 3 回実行委員会（12 月中旬～1 月中旬予定） 



事業 ４．その他団体の目的を達成するために必要な事業 

 

● 山陰地域の NPO 法人に関する活動調査 

「社会ネットワークと非営利組織研究プロジェクト」（代表 鈴木純神戸大学大学院経済学研究

科教授、宮垣元慶応義塾大学総合政策学部教授）が、山陰の全 NPO 法人を対象におこなったア

ンケート調査。当ネットワークに協力依頼があり、昨年度から取り組んできた。今期おこなった

内容については以下のとおり。 

【作業内容】 

・ 送付状、調査票印刷作業（2021 年 11/2、11/3） 

・ 調査票発送作業（2021 年 11/5） 

・ 督促はがき印刷（2021 年 11/17） 

・ 督促はがきラベル貼り･発送作業（2021 年 11/30） 

 

● 第 6 回 都道府県、主要市におけるＮＰＯとの協働環境に関する調査 

・ 第 6 回協働環境調査報告会（実行委員会）への参加（2021 年 11/5:オンライン） 

・ 第 6 回協働環境調査報告会（全国）への参加（2021 年 11/8:オンライン） 

・ 第 6 回協働環境調査報告会（全国）への参加（2021 年 12/3:オンライン） 

・ 第 6 回協働環境調査ふりかえり会への参加（2021 年 12/10:オンライン） 

 

● 「松江市伝統文化芸術振興計画」に関するヒアリング 

2021 年 3 月に制定された「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に併せ「松江市伝統

文化芸術振興計画」を策定するため、松江市による市民アンケートのほかヒアリング調査が

おこなわれ、当ネットワークもヒアリングを受けた（2021 年 11/15）。 

 


